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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 9,858 △6.0 301 225.0 576 5.9 460 20.6
21年3月期第2四半期 10,489 ― 92 ― 544 ― 381 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 27.40 ―
21年3月期第2四半期 20.97 20.95

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 43,990 30,823 70.0 1,833.25
21年3月期 42,336 30,355 71.7 1,805.31

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  30,813百万円 21年3月期  30,355百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
    21年3月期期末配当金の内訳 記念配当 2円00銭 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想）
― 18.00 18.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,000 1.3 1,200 70.2 1,700 46.5 1,100 35.8 65.42
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 21,265,000株 21年3月期  21,265,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  4,451,575株 21年3月期  4,450,606株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 16,813,791株 21年3月期第2四半期 18,215,032株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済が各国の実施した景気刺激策などの効果により未曾有

の危機を脱しつつあるなか、輸出や生産の一部に改善の兆しが現れ、企業の景況感にも持ち直しの動きがみられるよ

うになりました。しかし、一方では、雇用情勢が一段と厳しさを増すなかで個人消費の低迷が続き、また、設備投資

にも慎重な姿勢が目立つなど、景気の先行きはなお不透明な状況であります。  

 当社グループの中核事業の一つである菓子・食品の市場におきましても、安全・安心で高品質な商品の提供への取

り組みが強く求められる一方で、原材料価格は依然として高い水準にあり、さらに、消費者の節約志向により価格競

争が激化するなど、厳しい経営環境が続きました。  

 こうした情勢のもと、当社グループは、商品の安全性確保や品質の向上に引き続き注力するとともに、お客様のニ

ーズに応えられる高付加価値商品の開発ならびに積極的な販売促進活動を進めてまいりました。  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、厳しい経営環境のもと、前年同期に比べ6.0％減の9,858百万

円となりました。営業利益につきましては、商品規格の見直しなど高騰した原材料価格への対応やコスト削減ならび

に事業活動の効率化などにより、前年同期に比べおよそ3.2倍の301百万円となりました。また、経常利益は前年同期

に比べ5.9％増の576百万円となり、四半期純利益につきましては、前年同期に比べ20.6％増の460百万円となりまし

た。  

 なお、当社グループの業績は、売上高に占める割合の大きい食品事業の出荷が秋季から冬季に膨らむ傾向が強く、

例年、上半期の業績は下半期に比べ相対的に低い水準となっております。  

  

事業分野別の動向は、次のとおりであります。 

  

食品事業 

当第２四半期連結累計期間におきましては、主力の菓子部門は積極的な販売促進活動を展開し拡売に努めましたも

のの、減収となりました。チョコレート類は、価格競争激化のなか苦戦を強いられ減収となりました。主力ブランド

の「アルファベットチョコレート」は前年同期と同水準で推移しましたが、「ナッツチョコレートコレクション」

「マカダミアチョコレート」などのファミリータイプの商品が売上を減少させました。一方、「ぷくぷくたい」をは

じめ各種のエアインチョコレートは増収となりました。キャンディ類は、受託商品の売上が減少しましたが、小袋商

品など自社商品が売上を伸ばし増収となりました。  

 粉末飲料部門は、ラインアップされた基幹商品を中心として拡売に取り組みましたが、厳しい販売競争のなか主力

の「レモンティー」や「ロイヤルミルクティー」などの売上が減少して、減収となりました。  

 また、主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、受託商品の売上が大きく落ち込み、減収となりまし

た。  

 そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、積極的な営業活動を進めた結果、主力のバウムクーヘン類

などが好調に推移して増収となりました。  

 これらの結果、食品事業の売上高は前年同期に比べ3.8％減の8,563百万円となりましたが、前連結会計年度に実施

した商品の内容量の見直しを伴う規格変更に加え、コスト削減や効率アップなどの対策を講じました結果、営業利益

は447百万円となりました。なお、前年同期は１百万円の営業損失でありました。  

  

化成品事業 

酵素部門につきましては、海外を主な市場としているチーズ用凝乳酵素「レンネット」や脂肪分解酵素「リパー

ゼ」の売上が、急激に進んだ円高や世界的な不況による需要の低迷が影響し減収となりました。このような状況下で

はありましたが、「レンネット」の第２世代品「ＭＲＳ」は、海外市場への精力的な販売促進活動の展開により売上

を伸ばしました。  

 薬品部門につきましては、ＭＲＩ（磁気共鳴画像）診断用肝臓造影剤『リゾビスト』の原薬である「デキストラ

ン・マグネタイト」や、医薬品、Ｘ線フィルムなどの原料の「デキストラン」の売上が減少したことにより、大幅な

減収となりました。このようななか、飼料添加物「ヘルシーフレンド」の売上は微増となりました。  

 これらの結果、化成品事業の売上高は前年同期に比べ20.6％減の1,092百万円となり、営業利益は前年同期に比べ

77.4％減の72百万円となりました。  

  

不動産事業 

不動産事業につきましては、平成22年４月に稼動する予定であります八王子工場内の「レンネット」製造設備の増

設に伴う賃貸倉庫の縮小などにより、売上高は前年同期に比べ5.4％減の202百万円となり、営業利益は前年同期に比

べ5.9％減の100百万円となりました。 

  

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期連結会計期間末における総資産は43,990百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,653百万円の増加と

なりました。また、負債は前連結会計年度末と比較し1,185百万円増加して13,166百万円となり、純資産は前連結会計

年度末に比べ467百万円増加して30,823百万円となりました。この結果、自己資本比率は70.0％となりました。  

 増減の主なものとして、資産の部では有形固定資産が2,857百万円増加しました。負債の部では短期借入金が1,600

百万円増加し、純資産の部ではその他有価証券評価差額金が335百万円増加となりました。 
  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

と比較し870百万円減少して、1,256百万円となりました。  

 営業活動の結果得られた資金は、1,016百万円となりました。資金の主な増加要因は、売上債権の減少額938百万円

および税金等調整前四半期純利益664百万円であり、主な減少要因は、たな卸資産の増加額612百万円および法人税等

の支払額348百万円であります。投資活動の結果使用した資金は、3,151百万円となりました。資金の主な増加要因

は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入757百万円であり、主な減少要因は、有形固定資産の取得に

よる支出3,690百万円であります。また、財務活動の結果得られた資金は、1,264百万円となりました。資金の主な増

加要因は、短期借入金の純増額1,600百万円であり、主な減少要因は、配当金の支払額334百万円であります。 

  

当社グループの業績は、食品事業の出荷が秋季から冬季に膨らむ傾向が強く、例年、上半期の業績は下半期に比べ

相対的に低い水準となる傾向が強いこともあり、概ね当初の想定した範囲内で推移しております。現時点では通期の

連結業績予想につきまして、平成21年８月５日に発表いたしました数値を修正しておりません。 

  
  

該当事項はありません。 
  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

＜簡便な会計処理＞

①棚卸資産の評価方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

＜四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理＞

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５ 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,666 2,387

受取手形及び売掛金 3,724 4,663

有価証券 398 697

商品及び製品 1,110 757

仕掛品 352 304

原材料及び貯蔵品 1,066 854

その他 239 388

貸倒引当金 △26 △35

流動資産合計 8,532 10,017

固定資産   

有形固定資産 11,135 8,278

無形固定資産 84 88

投資その他の資産   

投資有価証券 23,425 23,023

その他 874 990

貸倒引当金 △63 △61

投資その他の資産合計 24,237 23,952

固定資産合計 35,457 32,319

資産合計 43,990 42,336
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,214 2,079

短期借入金 4,200 2,600

未払法人税等 145 352

返品調整引当金 5 16

その他 1,964 2,444

流動負債合計 8,529 7,493

固定負債   

繰延税金負債 2,431 2,173

退職給付引当金 2,132 2,221

役員退職慰労引当金 13 12

その他 58 81

固定負債合計 4,636 4,488

負債合計 13,166 11,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,313 1,313

資本剰余金 76 76

利益剰余金 32,771 32,647

自己株式 △8,532 △8,531

株主資本合計 25,628 25,505

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,184 4,849

評価・換算差額等合計 5,184 4,849

新株予約権 9 －

純資産合計 30,823 30,355

負債純資産合計 43,990 42,336
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(2) 四半期連結損益計算書 
 （第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 10,489 9,858

売上原価 7,023 6,253

売上総利益 3,465 3,605

販売費及び一般管理費   

販売促進費 1,423 1,376

運送費及び保管費 551 545

広告宣伝費 39 32

給料手当及び賞与 780 802

退職給付費用 45 51

役員退職慰労引当金繰入額 8 4

貸倒引当金繰入額 12 0

減価償却費 43 41

その他 468 450

販売費及び一般管理費合計 3,373 3,303

営業利益 92 301

営業外収益   

受取利息 32 21

受取配当金 303 256

有価証券売却益 107 12

持分法による投資利益 7 43

その他 27 25

営業外収益合計 477 358

営業外費用   

支払利息 2 11

固定資産除売却損 14 33

支払手数料 4 3

為替差損 － 22

その他 4 13

営業外費用合計 25 83

経常利益 544 576

特別利益   

投資有価証券売却益 158 87

特別利益合計 158 87

特別損失   

投資有価証券評価損 24 0

投資有価証券売却損 99 －

減損損失 10 －

特別損失合計 133 0

税金等調整前四半期純利益 569 664

法人税、住民税及び事業税 212 154

法人税等調整額 △25 48

法人税等合計 187 203

四半期純利益 381 460
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 569 664

減価償却費 374 405

減損損失 10 －

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△74 △87

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △7

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △167 △99

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 24 7

有形固定資産除売却損益（△は益） 14 32

受取利息及び受取配当金 △335 △277

支払利息 2 11

持分法による投資損益（△は益） △7 △43

売上債権の増減額（△は増加） 673 938

たな卸資産の増減額（△は増加） △694 △612

仕入債務の増減額（△は減少） 328 134

その他 △86 33

小計 643 1,099

利息及び配当金の受取額 331 276

利息の支払額 △2 △11

法人税等の支払額 △98 △348

営業活動によるキャッシュ・フロー 873 1,016

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △249 △178

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

818 757

定期預金の預入による支出 △232 △150

定期預金の払戻による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △403 △3,690

その他 93 9

投資活動によるキャッシュ・フロー 28 △3,151

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100 1,600

自己株式の取得による支出 △8 △1

自己株式の売却による収入 12 0

配当金の支払額 △326 △334

財務活動によるキャッシュ・フロー △422 1,264

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 478 △870

現金及び現金同等物の期首残高 3,218 2,127

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,697 1,256
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な製品など 

  食品事業…………菓子、飲料など 

  化成品事業………薬品、酵素など 

  不動産事業………不動産賃貸、ゴルフ場など 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な製品など 

  食品事業…………菓子、飲料など 

  化成品事業………薬品、酵素など 

  不動産事業………不動産賃貸、ゴルフ場など 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

本邦以外の国または地域に所在する重要な在外支店および連結子会社がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

本邦以外の国または地域に所在する重要な在外支店および連結子会社がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

食品事業 
(百万円)

化成品事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 
      売上高

8,898 1,376 213 10,489 ― 10,489

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ ─ 1 1 (1) ―

計 8,898 1,376 214 10,490 (1) 10,489

営業利益または営業損失(△) △1 320 106 425 (333) 92

食品事業 
(百万円)

化成品事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

8,563 1,092 202 9,858 ─ 9,858

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ ─ 1 1 (1) ─

計 8,563 1,092 203 9,859 (1) 9,858

営業利益 447 72 100 619 (318) 301

（所在地別セグメント情報）
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、その記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、その記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

記載を省略しております。 

  

（海外売上高）

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6. その他の情報
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（別紙）
名糖産業株式会社

平成22年3月期第2四半期決算参考資料
（金額単位：百万円、百万円未満切捨）

１．第2四半期連結累計期間(中間期)の実績推移
（連結）

17/9月 18/9月 19/9月 20/9月 21/9月
売 上 高 9,768 10,013 10,058 10,489 9,858
営 業 利 益 331 368 361 92 301
経 常 利 益 716 779 719 544 576
四 半 期 純 利 益 466 513 403 381 460

２．通期の実績推移と業績予想
（連結）

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期予想
売 上 高 22,704 23,001 23,404 23,683 24,000
営 業 利 益 1,387 1,260 971 705 1,200
経 常 利 益 1,999 1,944 1,635 1,160 1,700
当 期 純 利 益 1,330 2,610 935 809 1,100

３．事業別売上高予想
（連結）
22/3期予想 増減率 21/3期

食品 21,100 0.5% 21,004
化成品 2,500 11.2% 2,247
不動産 400 △7.3% 431
合計 24,000 1.3% 23,683

４．営業外損益の内訳(実績）
（連結）

通期

21/9月 20/9月 21/3期
営業外収益 358 477 694
受 取 利 息 及 び 配 当 金 277 335 541
持分法による投資利益 43 7 -
そ の 他 の 営 業 外 収 益 37 134 152
営業外費用 83 25 238
支 払 利 息 11 2 13
持分法による投資損失 - - 48
そ の 他 の 営 業 外 費 用 72 22 177

第2四半期連結累計期間




